
実施項目 具体的内容 最終年度における目標実施担
当部署

確認
時期

立案 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

①ケースワーカーの
増員

ケースワーカー１人あ
たりの担当世帯数を８
０世帯とする。

　本再発防止計画の本旨は、ケースワーカーの業務量過多による結
果として生じる懈怠を防止することにあり、そのためには、一人当た
りの持ちケース数を適正にする必要がある。
　社会福祉法では、生活保護世帯80に対し、ケースワーカー1人の
配置を標準数として定めており、この実現が再発防止策としては最も
有効な策である。
　このことを前提に、現状を以下に示す。

　　生活福祉課ケースワーカー数　18名（20名の内、2名が育休・産
休中）
　　生活保護世帯数　2,236世帯（令和4年6月30日時点）
　　一人当たりの生活保護世帯数　124世帯
　　一人当たりのオーバー数　44世帯
　　適正なケースワーカー数　27名（2,236世帯÷80世帯≒27名）

　　生活福祉課ケースワーカー18名+セーフティネットコールセンター
相談員4名＝22名
　　よって、直近でケースワーカー5名の職員が必要となる。

　ケースワーカー１人あたりの担当世帯数を８０世帯とすべく、福祉
職を含め採用を行っているが、大幅に増員できるほどの職員数を確
保できず、令和4年4月時点でのケースワーカーの増員を図ることは
できなかった。継続的に採用を行い増員配置に努めたい。

　本再発防止計画の本旨は、ケースワーカーの業務量過多による結果として生
じる懈怠を防止することにあり、そのためには、一人当たりの持ちケース数を適
正にする必要がある。
　社会福祉法では、生活保護世帯80に対し、ケースワーカー1人の配置を標準
数として定めており、この実現が再発防止策としては最も有効な策である。
　その上で、第2四半期末までの生活保護世帯の数的動向を以下に示す。

    生活福祉課ケースワーカー数　18名（20名の内、2名が育休・産休中）
　　生活保護世帯数　2,242世帯（令和4年9月30日時点）
　　一人当たりの生活保護世帯数　124世帯
　　一人当たりのオーバー数　44世帯
　　適正なケースワーカー数　28名（2,242世帯÷80世帯≒28名）
　　生活福祉課ケースワーカー18名+セーフティネットコールセンター相談員4名
＝22名
　　よって、直近でケースワーカー6名の職員が必要となる。
　
  　4月～9月の新規世帯数　172世帯（9世帯/CW）
　　4月～9月の廃止世帯数　133世帯（7世帯/CW)
　
　ケースワーカー１人あたりの担当世帯数を８０世帯とすべく、福祉職を含め採
用を行っているが、大幅に増員できるほどの職員数を確保できず、令和4年9月
末時点においてもケースワーカーの増員を図ることはできなかった。継続的に採
用を行い増員配置に努めたい。

　本再発防止計画の本旨は、ケースワーカーの業務量過多による結果として生
じる懈怠を防止することにあり、そのためには、一人当たりの持ちケース数を適
正にする必要がある。
　社会福祉法では、生活保護世帯80に対し、ケースワーカー1人の配置を標準
数として定めており、この実現が再発防止策としては最も有効な策である。
　その上で、第３四半期末までの生活保護世帯の数的動向を以下に示す。

    生活福祉課ケースワーカー数　18名（20名の内、2名が育休・産休中）
　　生活保護世帯数　2,262世帯（令和4年12月31日時点）
　　一人当たりの生活保護世帯数　125世帯
　　一人当たりのオーバー数　45世帯
　　適正なケースワーカー数　28名（2,262世帯÷80世帯≒28.2名）
　　生活福祉課ケースワーカー18名+セーフティネットコールセンター相談員4名
＝22名
　　よって、直近でケースワーカー6名の職員が必要となる。
　
  　4月～12月の新規世帯数　257世帯（14世帯/CW）
　　4月～12月の廃止世帯数　196世帯（10世帯/CW)
　
　ケースワーカー１人あたりの担当世帯数を８０世帯とすべく、福祉職を含め採
用を行っているが、大幅に増員できるほどの職員数を確保できず、令和4年12月
末時点においてもケースワーカーの増員を図ることはできなかった。継続的に採
用を行い増員配置に努めたい。

　本再発防止計画の本旨は、ケースワーカーの業務量過多による結果として生じ
る懈怠を防止することにあり、そのためには、一人当たりの持ちケース数を適正に
する必要がある。
　社会福祉法では、生活保護世帯80に対し、ケースワーカー1人の配置を標準数
として定めており、この実現が再発防止策としては最も有効な策である。
　その上で、第４四半期末までの生活保護世帯の数的動向を以下に示す。

    生活福祉課ケースワーカー数　18名（20名の内、2名が育休・産休中）
　　生活保護世帯数　2,277世帯（令和5年3月31日時点）
　　一人当たりの生活保護世帯数　126世帯
　　一人当たりのオーバー数　46世帯
　　適正なケースワーカー数　28名（2,277世帯÷80世帯≒28.4名）
　　生活福祉課ケースワーカー18名+セーフティネットコールセンター相談員4名＝
22名
　　よって、直近でケースワーカー6名の職員が必要となる。
　
  　4月～3月の新規世帯数　332　世帯（18世帯/CW）
　  4月～3月の廃止世帯数　264　世帯（14世帯/CW)
　
　ケースワーカー１人あたりの担当世帯数を８０世帯とすべく、福祉職を含め採用
を行っているが、大幅に増員できるほどの職員数を確保できず、令和5年3月末時
点においてもケースワーカーのj十分な確保を図ることはできなかった。令和5年度
は、増員配置に努めたい。
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【職員課】
〔第2四半期〕継続的な職員採用を実施しているところである。生活福祉課からの情報提供
を踏まえ、職員全体配置の中で職員採用時には配置検討を行う。
〔第3四半期〕継続的な職員採用を実施しているところである。生活福祉課からの情報提供
を踏まえ、職員全体配置の中で職員採用時には配置検討を行う。

【生活福祉課】
〔第2四半期〕　第2四半期における保護世帯数の数的動向としては、開始ケースと廃止
ケースがほぼ同数であるため、総数としての変動は少ないが、これらに係る業務量は、通
常のケースワーク業務に比しても過大であり、業務負担が増大している状況である。
　また、本年9月議会において、ケースワーカーの数を増やすべきという指摘があったことを
踏まえ、かつ、人員不足による業務過多の状態が恒常化していることからも、リスク管理の
観点から有資格者に限定せず、一般職であってもケースワーカーの増員が必要である。
　なお、R4.7.1～R4.9.30までの間、計3回、職員課には情報提供を行った上で、職員体制に
ついての協議を行った。
〔第3四半期〕職員の増員に向け、継続して取り組んだ。CWの不足は再発防止を阻害する
大きな根本的要因である。内部統制の観点からもリスクヘッジを最優先にご配慮いただき
たい。
〔第4四半期〕令和4年度においても保護受給世帯は60件増加している。CWの更なる負担
増は再発防止を阻害する大きな要因となる。引き続き関係部局と状況を共有し、不足する
職員配置の要望を行う。

②庶務係職員の増
員

世帯数に応じて正確
に業務量を把握し、庶
務係職員の適正数を
配置

　
令和4年4月に増員したが、他の業務との兼務となり実質的な増員は
図れなかった。継続的に採用を行い増員配置に努めたい。

　第2四半期においても状況に変わりはなく、増員は図れなかった。継続的に採
用を行い増員配置に努めたい。

　第3四半期においても状況に変わりはなく、増員は図れなかった。継続的に採
用を行い増員配置に努めたい。

第４四半期においても、十分な配置は図れなかった。継続的に採用を行い増員配
置に努めたい。
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【職員課】
〔第2四半期〕継続的な職員採用を実施しているところである。生活福祉課からの情報提供
を踏まえ、職員全体配置の中で職員採用時には配置検討を行う。
〔第3四半期〕継続的な職員採用を実施しているところである。生活福祉課からの情報提供
を踏まえ、職員全体配置の中で職員採用時には配置検討を行う。
【生活福祉課】
〔第1四半期〕令和4年4月の増員で、職員不足数は2名となったが、実質的な増員とはなら
なかったため、適正数配置に向け、引き続き職員課とは緊密な情報共有を図る。
〔第2四半期〕第1四半期と人員の状況に変わりはなく、適正数配置に向け、引き続き職員課
とは緊密な情報共有を図る。　また、第2四半期における保護世帯数の数的動向としては、
開始ケースと廃止ケースがほぼ同数であるため、総数としての変動は少ないが、これらに
係る業務量は、通常の業務に比しても過大であり、業務負担が増大している状況がある。
なお、R4.7.1～R4.9.30までの間、計3回、職員課には情報提供を行った上で、職員体制につ
いての協議を行った。
〔第3四半期〕職員の増員に向け、継続して取り組んだ。
　令和5年度は社会保障・税番号制度の法改正に伴う医療扶助オンライン資格確認導入の
大きな制度改正があり、その対応に追われることになる。庶務係の実質的な人員不足は解
消されていないため、業務内容が広く深い経理担当のジョブローテーションができない。経
理担当の3人体制が定着し、うち1名が転出しても問題なく業務を遂行できるようになるま
で、庶務係の転出異動は中止していただきたい。
〔第4四半期〕保護受給者の増加に伴い、庶務係においても、連動しているため、業務量の
増加は避けられない。また、経理担当3名体制を希望するも、給付金業務で事実上在籍出
来なかった。

①人事的な評価基
準の確立

ケースワーカーの業
務に沿った人事評価
基準で運用をする。

人材育成に関して見直しを検討しているが、人材育成基本方針の改
訂までには至らなかった。看護師の実践能力段階的評価（クリニカ
ルラダー）のようなシステムのケースワーカー業務への導入を人事
評価とは別に検討したい。

人材育成に関して見直しを検討しているが、人材育成基本方針の改訂までには
至らなかった。看護師の実践能力段階的評価（クリニカルラダー）のようなシステ
ムのケースワーカー業務への導入を人事評価とは別に検討したい。

人材育成に関して見直しを検討しているが、人材育成基本方針の改訂までには
至らなかった。看護師の実践能力段階的評価（クリニカルラダー）のようなシステ
ムのケースワーカー業務への導入を人事評価とは別に検討したい。

人材育成に関して見直しを検討しているが、人材育成基本方針の改訂までには至
らなかった。看護師の実践能力段階的評価（クリニカルラダー）のようなシステム
のケースワーカー業務への導入を人事評価とは別に検討したい。
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【生活福祉課】
〔第1四半期〕課としては独自の評価基準を令和元年に作成し、職員課に提案はしているも
のの、現状では全庁の基準を用いて評価が行われており、ケースワーカー業務に即した人
事評価の実現には至っていない。
〔第2、第3、第4四半期〕状況に変わりはなかった。

②異動基準の確立

有資格者の複数人の
転出が無い、経験年
数に応じたバランスの
取れた配置が実施さ
れている。

　令和4年4月1日付の人事異動において、福祉職及び中堅職員が転
出し、新人職員が配属されたことで、経験年数が3年以下の職員が7
割となった。

第1四半期における状況から変化することはできなかった。 第2四半期における状況から変化することはできなかった。 第３四半期における状況から変化することはできなかった。
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【職員課】
〔第1四半期〕職員の増員と経験年数などのバランスを引き続き配慮しながら配置に努めた
い。
〔第2四半期〕職員の増員と経験年数などのバランスを引き続き配慮しながら配置に努めた
い。
〔第3四半期〕職員の増員と経験年数などのバランスを引き続き配慮しながら配置に努めた
い。

【生活福祉課】
〔第1四半期〕令和4年4月1日付の人事異動において、福祉職であり、かつ、中堅職員として
今後の活躍が期待されていた職員3名が異動となり、職員体制として、バランスを失した配
置となっている。（福祉職5名⇒3名）
〔第2、第3四半期〕状況に変わりはなく、日々の業務の中で個々の力量の底上げに注力し
た。
　福祉職及び長期在籍者の知識や技能は全体の支えとなっており、人員不足が解消され
ない中、底支えを担い、レベルの低下を緩和する非常に重要な人材となっている。また、令
和5年度は社会保障・税番号制度の法改正に伴う医療扶助オンライン資格確認導入の大き
な制度改正があるため、CWの異動転出は可能な限り減らしていただきたい。
〔第4四半期〕状況に変化は無いが、令和5年度は、より経験年数等のバランスが取れるよう
ご配慮頂きたい。

③職員課と生活福
祉課で生活保護の
動向の共有を図る。
(毎月の保護世帯
数・人員数の共有)

職員体制の整備につ
なげる。
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【職員課】職員課においては、提供受けた情報を参考に、全庁のそ
の他の状況を踏まえ人事配置の検討を行っている。
【生活福祉課】課として職員課には定期的に情報提供と申し入れを
行っているが、新規の生活保護受給者が急増する状況において、職
員の増員が図られない上に福祉職で、かつ中堅職員が同時に3名
異動している厳しい現状がある。引き続き、情報の共有を図ってい
く。

【職員課】職員課においては、提供を受けた情報を参考に、全庁のその他の状
況を踏まえ人事配置の検討を行っている。
【生活福祉課】課として職員課に対し、月1回の情報提供と申し入れを行った。新
規の生活保護受給世帯が急増する中、ケースワーカー一人一人にかかる負担
は増すばかりであった。職員課とは情報の共有を図り、継続して人員増を要求し
たが、実現しなかった。

【職員課】職員課においては、提供を受けた情報を参考に、全庁のその他の状
況を踏まえ人事配置の検討を行っている。
【生活福祉課】課として職員課に対し、月1回の情報提供と申し入れを行った。新
規の生活保護受給世帯が急増する中、ケースワーカー一人一人にかかる負担
は増すばかりであった。職員課とは情報の共有を図り、継続して人員増を要求し
たが、実現しなかった。

【職員課】職員課においては、提供を受けた情報を参考に、全庁のその他の状況
を踏まえ人事配置の検討を行っている。
【生活福祉課】課として職員課に対し、月1回の情報提供と申し入れを行った。新規
の生活保護受給世帯が増加するため、ケースワーカー一人一人にかかる負担も
増加した。職員課とは情報の共有を図り、継続して人員増を要求したが、実現しな
かった。
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(3)福祉の専
門職の職員
採用

福祉の専門職を採
用する。

生活保護業務の質の
向上

職
員
課

福祉職の採用を行っているが、必要数の採用を行うことはできな
かった。引き続き採用は行っている。

福祉職の採用を行っているが、必要数の採用を行うことはできなかった。引き続
き採用は行っている。

福祉職の採用を行っているが、必要数の採用を行うことはできなかった。引き続
き採用は行っている。

福祉職の採用を行っているが、必要数の採用を行うことはできなかった。引き続き
採用は行っている。
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【生活福祉課】
〔第1四半期〕福祉職の採用を行い、配属される予定であったが、実現には至らなかった。
福祉職5名の配置が3名に減少しており、現実的には後退している。
〔第2四半期〕8月までに福祉職の採用が行われ、配属されると聞いていたが、実現には至
らなかった。
〔第3四半期〕第3四半期においても福祉職の配置は叶わなかった。
　このままではCWの業務過多で健康面においても不安要素が増大するため、福祉職の採
用を基軸としつつも、採用が難しい場合は、一時的でも一般職の採用者で補っていただき
たい。
〔第4四半期〕第4四半期においても福祉職の配置は叶わなかった。採用が難しい場合は、
一般職の採用者で補っていただきたい。

期別報告

(2)生活保護
事務の人事
的な評価と
異動基準の
確立

委
員
会

委→委員会提案
市→市の実施す
る
再発防止策

四
半
期

職
員
課

日野市生活保護事務適正化のための
再発防止計画（２０２２年度～２０
２６年度）

確認者
第1四
半期
ｺﾒﾝﾄ

第2四
半期
ｺﾒﾝﾄ

中間
ｺﾒﾝﾄ

第4四
半期
ｺﾒﾝﾄ

Ⅰ．重点実施項目(優先順位、重要度が高く、努力を要す
るもの　→　四半期ごと確認）

(1)職員体制
の整備

年間
ｺﾒﾝﾄ 検討事項報告

１．人員体制に関する実施項目

第3四
半期
ｺﾒﾝﾄ

実施者



実施項目 具体的内容 最終年度における目標実施担
当部署

確認
時期

立案 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

(1)有用な研
修の積極的
な受講

東京都市町村職員
研修所で実施される
職員別研修に参加
させるほか有用な研
修を積極的に受講
する。

ケースワーカーの新
任研修・現任研修に
は必ず参加する。

職
員
課

新型コロナウイルス感染症蔓延の影響もあり、対面での研修に参加
することが困難な状況がある。
①新任職員研修（職員研修所）に2名参加
②地区担当員（面接相談員）新任研修（前期）に1名参加
③福祉事務所地区担当員（新任）研修（前期）に6名参加
④査察指導員新任研修（前期）に1名参加

第2四半期に行われた研修への参加状況は以下の通りとなった。

①7/4～7/5　問題解決研修　1名
②7/13　エクセル研修　1名
③8/1～8/4　社会福祉主事宿泊研修　2名
③8/3　エリアコミュニケーション研修　2名
④8/5　エリアコミュニケーション研修　1名
⑤8/31　要保護世帯向け不動産担保型生活資金事務担当者研修　1名
⑥9/1～9/2　新任職員研修（職員研修所）　1名
⑦9/16、9/30　福祉事務所地区担当員（新任）研修（後期）　5名

第3四半期に行われた研修への参加状況は以下の通りとなった。

①10月7日　　ボードゲームを使った内部統制研修　3名
②10月19日　福祉行政課題研修　3名
③10月19日　再犯防止研修　2名
④10月25日　養育家庭体験発表会　1名
⑤10月25日　発達障害の理解と対応　1名
⑥11月1日　 自殺対策職員研修　1名
⑦11月10日　児童虐待防止講演会　1名

⑧11月11日　福祉事務所査察指導員（現任）研修　1名

⑨11月14日　福祉事務所査察指導員（新任）研修　1名
⑩11月25日　被害者、遺族等支援研修　3名
⑪11月30日　自立支援関係研修（居宅移行支援）　2名
⑫12月10日　エリアコミュニケーション研修　3名
⑬12月20日　課内倫理研修①-1　33名（会計年度任用職員含む）
⑭12月21日　課内倫理研修①-2　33名（会計年度任用職員含む）

第４四半期に行われた研修への参加状況は以下の通りとなった。

①1月16日  気候変動研修　１名
②1月27日　インボイス制度に関する研修　3名
③2月9日　　危機管理啓発研修　2名
④2月6日、10日　債権管理研修　４名
⑤2月28日　心のバリアフリー研修　１名
⓺3月17日　市町村研修所・スポット研修　１名
⑦3月28日　課内倫理研修②-1　33名（会計年度任用職員含む）
⑧3月29日　課内倫理研修②-2　33名（会計年度任用職員含む）
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【健康福祉部長】
〔第1四半期〕新型コロナ感染症がいまだ収束しない中、可能な形態での研修参加に努めて
いる。今後も、感染状況に応じた形での研修参加を工夫していくこと。
〔第2四半期〕新型コロナ第7波のさなかではあったが、宿泊研修をはじめとした、前期よりも
多くの研修に参加できたことは評価したい。
〔第3四半期〕
　研修実績が目に見えて増えてきています。課内倫理研修も昨年度までの書面配布だけで
なく、対面で実施したとのこと、年度内2回目の実施もよろしくお願いしたい。
〔第4四半期〕
  課内の倫理研修を前期に引き続き実施できたことを評価します。

(2)スーパー
ビジョンシス
テムの実施

ケースワーカーが専
門家から教育を受
け、また相談できる
仕組みを実施する。

・高度な専門技術の
取得のため最低年4
回は実施する。
・職員の心身状態や
仕事の仕方について
第三者からの視点で
の発見ができるように
する。

第1四半期においては1回（5月11日）開催した。
（内容）
・事例検討　2件（生活福祉課12名、セーフティーネットコールセンター
2名参加）
・2022年度～2026年度　再発防止計画策定へのアドバイザリーを実
施

第2四半期においては、7月と9月の2回開催した。（全6回中、3回終了）
〔7月20日〕
・事例検討　2件
・個人面接　2名
〔9月29日〕
・事例検討　2件
・個人面談　2名

第3四半期においては、11月に1回開催した。（全6回中、4回終了）
〔11月28日〕
・事例検討　2件
・個人面接　2名

第４四半期においては、1月と３月の２回開催した。（全6回中、6回終了）
〔1月30日〕
・事例検討　2件
・個人面接　2名
〔3月14日〕
・事例検討　2件
・個人面接　2名
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【健康福祉部長】
〔第1四半期〕新型コロナ感染症がいまだ収束しない状況が続いているが、今後も、可能な
限り工夫して実施すること。
〔第2四半期〕新型コロナ第7波のさなかではあったが、本来の隔月での開催を達成したこと
は評価できる。
〔第3四半期〕年間4回以上が目標となっているところ、今年度は６回の実施を予定しすでに
４回実施済みであり評価します。忙しい中ではありますが残り２回の実施もよろしくお願いし
たい。
〔第4四半期〕
  予定通り残り2回を実施し、年間目標達成したことを評価します。

セーフティネットコー
ルセンター、子ども
家庭支援センターな
どの対人援助職場
がそれぞれ実施す
るスーパービジョン
等の研修に相互に
参加する。

・在宅療養支援課主催「令和4年度第3回スーパーバイザーによる事
例検討会」に1名参加
　【「ライフラインも止まり孤立する独居女性高齢者（セルフネグレクト
の判断は！）」】
・子ども家庭支援センター主催「子ども家庭支援ネットワーク連絡協
議会地域別会議」に4名参加
　【6/14七生中、6/20日野四中、6/24日野二中、6/28大坂上中】

・在宅療養支援課主催「令和4年度第4回スーパーバイザーによる事例検討会」
に1名参加
　【テーマ　支援に繋がりにくく、様々な問題を抱えた独居高齢者について　】
・子ども家庭支援センター主催「子ども家庭支援ネットワーク連絡協議会地域別
会議」に4名参加
　【7/4三沢中、7/8平山中、7/14日野三中、7/19日野一中】

・在宅療養支援課主催「令和4年度第7回、9回スーパーバイザーによる事例検
討会」にそれぞれ1名参加
　【第7回テーマ　「パーソナリティ障害、認知症、がんの多発や症状の多様性も
あり、医療依存度も高い独居者の意思決定の妥当性と支援について　】
　【第9回テーマ　「統合失調症の親子で母施設入所後の残された息子（50代）の
関わり」】

・在宅療養支援課主催「令和4年度第10回、11回、12回スーパーバイザーによる事
例検討会」にそれぞれ２名・１名・２名参加
　【第10回テーマ　「天涯孤独の独居高齢者の老後支援」】
　【第11回テーマ　「第２号被保険者の介護保険サービス導入の支援」】
　【第12回テーマ　「３世代で課題が時期で移り変わっていく家族の支援につい
て」】
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【健康福祉部長】
〔第1四半期〕新型コロナ感染症がいまだ収束しない状況が続いているが、今後も、可能な
限り参加すること。
〔第2四半期〕関係機関との円滑な業務連携を確保するため、引き続きの研修参加に努め
てほしい。
〔第3四半期〕業務遂行に影響が出ないよう工夫をしながら、引き続き各職員の研修参加を
継続してほしい。
〔第4四半期〕
  年間12回の事例検討会にすべて参加することができたことを評価します。

セーフティネットコー
ルセンターの面接相
談業務と生活福祉
課の地区担当業務
を相互に経験する。
（面接相談員が地区
担当員の訪問に同
行、地区担当員が
面接相談員の面接
相談に同席するな
ど）

第1四半期においては、面接相談員が地区担当員の訪問に2回同行
し、地区担当員が面接相談員の面接相談に1回同席した。
新型コロナウイルス感染症蔓延の状況下としては、良好な実施状況
となった。

第2四半期においては、面接相談員が地区担当員の訪問に3回同行し、地区担
当員が面接相談員の面接相談に3回同席した。
新型コロナウイルス感染症蔓延の影響下にあっても、徐々に正常化が図られつ
つある。

第3四半期においては、面接相談員が地区担当員の訪問に5回同行し、地区担
当員が面接相談員の面接相談に6回同席した。
新型コロナウイルス感染症蔓延が再燃している中にあって、かなり頑張った結
果となった。

第４四半期においては、面接相談員が地区担当員の訪問に3回同行し、地区担当
員が面接相談員の面接相談に2回同席した。
新型コロナウイルス感染症蔓延の影響下にあっても、着実に実施をした。
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【健康福祉部長】
〔第1四半期〕新型コロナ感染症がいまだ収束しない状況が続いているが、今後も、可能な
限り工夫して実施すること。
〔第2四半期〕同行、同席の回数が増えており評価できる。
〔第3四半期〕業務遂行に影響が出ないよう工夫をしながら、引き続き各職員の同行を継続
してほしい。
〔第4四半期〕
  コロナ感染影響下にも関わらず、着実に実施できており評価します。

委
員
会

生
活
福
祉
課
.

四
半
期

市

(3）対人援助
を所管する
各課との相
互研修

対人援助職場の孤立
化防止を図り、面接相
談員と地区担当員の
相互の立場を理解し、
連携が円滑に進むよ
うに業務交流を行う。

２．研修体制に関する実施項目（職員の意識改革と人材育成）

Ⅰ．重点実施項目(優先順位、重要度が高く、努力を要す
るもの　→　四半期ごと確認）
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実施項目 具体的内容 最終年度における目標実施担
当部署

確認
時期

立案 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

①査察指導員が訪
問管理台帳を活用
し、訪問調査活動の
進捗状況を確認し、
指導・助言する。

訪問調査活動を、計
画通りに実施するよう
にする。（現状約
65％）
電話訪問も活用して
行く。
以下の通り年度ごと
の計画目標を設定す
る。
2022年度：70％以上
2023年度：80％以上
2024年度：80％以上
2025年度：80％以上
2026年度：80％以上

　第1四半期においては、新型コロナウイルス感染症蔓延の影響も
あり、対面での訪問には慎重になっている中で、4月～6月の平均訪
問率が、70％となった。（昨年度の同時期の平均訪問率は、69.1％）
　電話訪問の活用もしつつ、最大限の感染対策を施しながら新規
ケース訪問、緊急対応訪問等、必要性の高い訪問は実施しており、
新型コロナウイルス感染症蔓延の状況下としては、良好な実施状況
となった。

第2四半期においても引き続き新型コロナウイルス感染症蔓延の影響下で訪問
等が実施されており、4月～9月の平均訪問率は67％という結果となった。（昨年
度の同時期の平均訪問率は、63.2％）
今期も電話訪問が主流となったが、新規ケースや緊急対応時の訪問は、感染対
策を施しながらの実施となった。

第3四半期においても引き続き新型コロナウイルス感染症蔓延の影響下で訪問
等が実施されており、4月～12月の平均訪問率は76％という結果となった。（昨
年度の同時期の平均訪問率は、59.8％）
今期も電話訪問が主流となったが、新規ケースや緊急対応時の訪問は、感染対
策を施しながらの実施となった。

第４四半期においても引き続き新型コロナウイルス感染症蔓延の影響下で訪問等
が実施されており、4月～3月の平均訪問率は82.0％という結果となった。（昨年度
の同時期の平均訪問率は、62.7％）
今期も電話訪問が主流となったが、新規ケースや緊急対応時の訪問は、感染対
策を施しながらの実施となった。
電話訪問を含めて訪問調査の重要性はＣＷに浸透して来ており、高い平均訪問
率になった。
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【健康福祉部長】
〔第1四半期〕ケースワーカーの中にもコロナ感染が拡がる状況下にあって、ケース訪問率
が向上したことは大変評価できる。
今後も、ケース件数が漸増しているなかではあるが、可能な範囲での対応を継続すること。
〔第2四半期〕第1四半期や前年同期との比較で訪問率が向上しており、評価できる。感染
状況次第の部分はあるが、可能な範囲での対応を継続すること。
〔第3四半期〕査察が毎月のチェックシートを通じて各ケースワーカーの訪問実績を確認して
いるとのこと。継続して実施していただきたい。
〔第4四半期〕
  毎四半期ごとに訪問率が向上しており評価します。コロナ終息後は状況を見ながら実地
訪問を増やしていったください。

②生活保護電算シ
ステムのリストを利
用して査察指導員
や庶務係職員が、
ケースワーカーの事
務の進捗状況を確
認する。
(リスト活用が有用な
ものは随時検討す
る。)

【使用したリスト】
・査察台帳
・法第63条・法第78条返還台帳（査察用・経理用）
・事務適正化プログラムSV実施項目票
・資産保有リスト（不動産・自動車・生命保険）
・世帯分離・暴力団該当性照会台帳
・自立支援医療活用状況リスト

【使用したリスト】
・査察台帳
・法第63条・法第78条返還台帳（査察用・経理用）
・事務適正化プログラムSV実施項目票
・資産保有リスト（不動産・自動車・生命保険）
・世帯分離・暴力団該当性照会台帳
・自立支援医療活用状況リスト
・課税調査リスト

【使用したリスト】
・査察台帳
・法第63条・法第78条返還台帳（査察用・経理用）
・事務適正化プログラムSV実施項目票
・資産保有リスト（不動産・自動車・生命保険）
・世帯分離・暴力団該当性照会台帳
・自立支援医療活用状況リスト
・課税調査リスト

【使用したリスト】
・査察台帳
・法第63条・法第78条返還台帳（査察用・経理用）
・事務適正化プログラムSV実施項目票
・資産保有リスト（不動産・自動車・生命保険）
・世帯分離・暴力団該当性照会台帳
・自立支援医療活用状況リスト
・課税調査リスト
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【生活福祉課長】
〔第1四半期〕令和3年度に入れ替えた新住民情報システムの動き（不具合検証等）にも配
慮した上で、適切なリスト出力となっている。
〔第2四半期〕
各種リストを活用し、継続的に適正な状態を維持していく。
〔第3四半期〕各種リストを活用し、継続的に適正な状態を維持していく。
〔第4四半期〕各種リストを活用し、継続的に適正な状態を維持出来ていた。令和5年度も引
き続き実施されたい。

③ケースワーカー
が、事務処理の進
捗状況を自己申告
できるようにする。

　生活保護事務適正化プログラムによる自己チェックおよび申告
（SVによるヒアリング）
　・チェック内容
　　返還金・徴収金処理状況、定期訪問調査実施状況、収入認定処
理状況、医療処理状況、新規起案及び未引継ぎ状況等

　生活保護事務適正化プログラムによる自己チェックおよび申告（SVによるヒア
リング）
　・チェック内容
　　返還金・徴収金処理状況、定期訪問調査実施状況、収入認定処理状況、医
療処理状況、新規起案及び未引継ぎ状況等

　生活保護事務適正化プログラムによる自己チェックおよび申告（SVによるヒア
リング）
　・チェック内容
　　返還金・徴収金処理状況、定期訪問調査実施状況、収入認定処理状況、医
療処理状況、新規起案及び未引継ぎ状況等

生活保護事務適正化プログラムによる自己チェックおよび申告（SVによるヒアリン
グ）
　・チェック内容
　　返還金・徴収金処理状況、定期訪問調査実施状況、収入認定処理状況、医療
処理状況、新規起案及び未引継ぎ状況等
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【生活福祉課長】
〔第1四半期〕進捗状況を可視化し、チェックしている。引き続き実施。
〔第2四半期〕対話を含めた進捗状況の把握が出来ている。
〔第3四半期〕毎月状況の把握及び協議が出来ている。引き続き実施。
〔第4四半期〕生活保護事務適正化プログラムによる自己チェック及び申告、その後の査察
よるヒアリングも出来ている。

④返還金決定の処
理状況の進捗状況
の確認をする。

　法第63条・法第78条返還台帳及び事務適正化プログラムSV実施
項目票を参考に、毎月、各CWにSVがヒアリングを行い、処理状況を
確認した。処理が滞っているケースがある場合は、その原因を明確
化し、迅速な処理を促した。

　法第63条・法第78条返還台帳及び事務適正化プログラムSV実施項目票を参
考に、毎月、各CWにSVがヒアリングを行い、処理状況を確認した。処理が滞っ
ているケースがある場合は、その原因を明確化し、迅速な処理を促した。　※課
税調査等で発生する返還金処理が滞っているCWが複数人いた。CW数の不足
により一人当たりの処理件数も増加しているため、CWの早急な増員が必要であ
る。

　法第63条・法第78条返還台帳及び事務適正化プログラムSV実施項目票を参
考に、毎月、各CWにSVがヒアリングを行い、処理状況を確認した。この間の取り
組みにより、返還金処理が滞っていたCWも本事務処理に注力し、概ね解消して
いる。今後も、継続して迅速な処理を促していく。

法第63条・法第78条返還台帳及び事務適正化プログラムSV実施項目票を参考
に、毎月、各CWにSVがヒアリングを行い、処理状況を確認した。この間の取り組
みにより、返還金処理が滞っていたCWも本事務処理に注力し、概ね解消してい
る。今後も、継続して迅速な処理を促していく。　※課税調査等で発生する返還金
処理が滞っているCWが引き続き、複数人いた。CW数の不足により一人当たりの
処理件数も増加しているため、CWの早急な増員が必要である。
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【生活福祉課長】
〔第1四半期〕常に発生してくる業務のため、継続的な努力が必要。
〔第2四半期〕毎月、SV（査察）が丁寧に確認及び促しをしていることから、改善傾向にある
が、新たに生じてくるため継続する必要がある。
〔第3四半期〕継続的に処理をしていく必要がある。確認協議をしながら進められたい。
〔第4四半期〕常に発生してくる業務のため、継続的な努力が必要。ケースワーカーへのヒア
リングを有効活用しながら共有していく。

⑤業者に支払う請
求書類について、経
理担当が一括管理
を行い、定期的に
ケースワーカーに決
定漏れがないか確
認をする。

・毎週月曜日に請求書類（原本）の処理状況を確認し、また、日々の
CWの処理状況（ケース台帳）との突合によるチェックを行った。
・処理が滞っている場合、庶務係の担当者から各CWに状況を確認し
た上で処理を促した。

・毎週月曜日に請求書類（原本）の処理状況を確認し、また、日々のCWの処理
状況（ケース台帳）との突合によるチェックを行った。
・処理が滞っている場合、庶務係の担当者から各CWに状況を確認した上で処理
を促した。

・毎週月曜日に請求書類（原本）の処理状況を確認し、また、日々のCWの処理
状況（ケース台帳）との突合によるチェックを行った。
・処理が滞っている場合、庶務係の担当者から各CWに状況を確認した上で処理
を促した。

・毎週月曜日に請求書類（原本）の処理状況を確認し、また、日々のCWの処理状
況（ケース台帳）との突合によるチェックを行った。
・処理が滞っている場合、庶務係の担当者から各CWに状況を確認した上で処理
を促した。
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【生活福祉課長】
〔第1四半期〕毎週月曜日に限らずチェックが入っており、良好といえる。
〔第2四半期〕係間の連携が良好であり、双方でもれなく確認出来ている。
〔第3四半期〕係間連携が取れ、継続的に確認出来ている。
〔第4四半期〕処理が滞っている場合、庶務係からのチェック機能が働くなど、業務遂行上適
切な状態にある。

①生活保護費支給
に関する事務処理
のスケジュールにつ
いて期限を厳守する
よう指導する。

・期限が決められている事務処理については、SVから各CWに注意
喚起を行うとともに、課内掲示板においても周知した。
・毎月の保護費の算定処理（変更）については、経理の締め日等を
庁内情報システムのスケジュールに落とし込むことで、管理を徹底し
た。

・期限が決められている事務処理については、SVから各CWに注意喚起を行うと
ともに、課内掲示板においても周知した。
・毎月の保護費の算定処理（変更）については、経理の締め日等を庁内情報シ
ステムのスケジュールに落とし込むことで、管理を徹底した。

・期限が決められている事務処理については、SVから各CWに注意喚起を行うと
ともに、課内掲示板においても周知した。
・毎月の保護費の算定処理（変更）については、経理の締め日等を庁内情報シ
ステムのスケジュールに落とし込むことで、管理を徹底した。

・期限が決められている事務処理については、SVから各CWに注意喚起を行うとと
もに、課内掲示板においても周知した。
・毎月の保護費の算定処理（変更）については、経理の締め日等を庁内情報シス
テムのスケジュールに落とし込むことで、管理を徹底した。
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【生活福祉課長】
〔第1四半期〕課内掲示板について、毎朝の朝礼で確認している。
〔第2四半期〕祝日の関連で締切日が変動する項目があるため、朝礼及び課内掲示板にお
いて繰り返し周知した。
〔第3四半期〕支給に係る日程の考え方は定着しつつある。漏れの無いよう引き続き周知す
る。
〔第4四半期〕朝礼及び課内掲示板の有効活用により、再三の確認を行うなど問題なく実施
出来ている。職員間でも良好なコミュニケーションが図られていることから、相互確認なども
見受けられる。

②現金管理規程に
ついて厳守するよう
指導する。

　原則、ケースワーカーは現金を取り扱わないことが望ましいが、現
実には止むを得ず現金を取り扱わなければならない場面が生じる。
よって、規定を策定し、厳格な管理のもと、現金を取扱うことが重要
である。
　・現金の取扱い時は、単独ではなく、必ず複数で行う。
　・日頃から、厳格に管理を行う。
※日野市生活福祉課現金等取扱規定の遵守

　原則、ケースワーカーは現金を取り扱わないことが望ましいが、現実には止む
を得ず現金を取り扱わなければならない場面が生じる。よって、規定を策定し、
厳格な管理のもと、現金を取扱うことが重要である。
　・現金の取扱い時は、単独ではなく、必ず複数で行う。
　・日頃から、厳格に管理を行う。
※日野市生活福祉課現金等取扱規定の遵守
　なお、生活福祉課長、庶務係長、生活援護係長、査察2名及び経理担当2名の
計7名で、8月30日に金庫内の遺留金品等のチェックを行った。

　原則、ケースワーカーは現金を取り扱わないことが望ましいが、現実には止む
を得ず現金を取り扱わなければならない場面が生じる。よって、規定を策定し、
厳格な管理のもと、現金を取扱うことが重要である。
　・現金の取扱い時は、単独ではなく、必ず複数で行う。
　・日頃から、厳格に管理を行う。
※日野市生活福祉課現金等取扱規定の遵守
　なお、生活福祉課長、庶務係長、生活援護係長、査察2名及び経理担当2名の
計7名で、11月1日に金庫内の遺留金品等のチェックを行った。

　原則、ケースワーカーは現金を取り扱わないことが望ましいが、現実には止むを
得ず現金を取り扱わなければならない場面が生じる。よって、規定を策定し、厳格
な管理のもと、現金を取扱うことが重要である。
　・現金の取扱い時は、単独ではなく、必ず複数で行う。
　・日頃から、厳格に管理を行う。
※日野市生活福祉課現金等取扱規定の遵守
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【生活福祉課長】
〔第1四半期〕複数名確認など、現金管理の徹底を図っている。
〔第2四半期〕定期的な現金確認、随時金庫内整理など良好な状態を保っている。
〔第3四半期〕複数名確認など、引き続き厳格に管理を行う。
　金庫内整理確認後の必要な措置が取られていないケースもあり、金庫内の保管物が増
加しているため、繰り返し保管状況の確認が必要である。
〔第4四半期〕現金は複数名確認など、引き続き厳格に管理を行っているが、金庫内の保管
物が増加しているため、保管物品は精査していく必要がある。

1 実施状況良好のため
継続

2 目標達成のため完了

3 目標達成に努力を要
す。

4 実施内容に検討を要
す。

(2)ルールの
遵守

生
活
福
祉
課

支給決定や支払など
の事務処理の滞留の
ないよう適正な生活
保護事務を実施する
ため、左記の仕組み
を確立させる。

実施項目に対する目標に達していないが、概ね実施内容は認められるため、継続して実施する。

市

四
半
期

(1)チェック体
制の強化
※①～⑤
は、自主的
内部点検を
実施する

確認者コメント 評価内容

実施内容について、特段問題なし。しかし、さらなる適正実施のため継続が望ましい。

実施項目に対する目標に一定程度の達成がみられる。このため、再発防止計画の一環としては完了。しかし、今後も適正実施を念頭におき実施を意識する。

中間
ｺﾒﾝﾄ

３．生活保護事務適正化に関する実施項目

年間
ｺﾒﾝﾄ

検討事項報告

Ⅰ．重点実施項目(優先順位、重要度が高く、努力を要す
るもの　→　四半期ごと確認）

期別報告
実施者 確認者

第1
四半
期
ｺﾒﾝﾄ

第2
四半
期
ｺﾒﾝﾄ

実施項目に対する実施内容について、検討したうえで実施することが望ましい。見直し結果は速やかに目標に反映する。

第3
四半
期
ｺﾒﾝﾄ

第4
四半
期
ｺﾒﾝﾄ



実施項目 具体的内容 最終年度における目標実施担
当部署

確認
時期

立案 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

(1)社会福祉
主事資格認
定通信課程
の受講

特別旅費と受講費
用を予算に計上す
る。

ケースワーカーが社
会福祉主事資格認定
通信課程を受講する
ことにより、高度な専
門技術を取得する。
（全員が受講）

生
活
福
祉
課

半
期

委
員
会

今年度の受講対象者は、再履修者を含めると5名おり、内2名が8月に宿泊研修
を終えた状況である。今後、残りの3名も年内には履修する予定である。

今年度の受講対象者は再履修者を含めると5名おり、無事に５名とも履修をするこ
とができた。

生
活
福
祉
課

生
活
福
祉
課
長

実
施
状
況
良

好
の
た
め
継

続

実
施
状
況
良

好
の
た
め
継

続

実
施
状
況
良

好
の
た
め
継

続

【生活福祉課長】
〔第2四半期〕
新型コロナの感染対策を行いながら、現地（神奈川県）での研修に参加出来ている。
〔第4四半期〕
新型コロナの感染対策を行い、受講対象者5名とも履修することが出来た。令和5年度も継
続する。

(2)職場内倫
理研修

・定期的に倫理研修
を実施し、職員に自
覚を持たせて規範
意識を向上
・着任時に全員へ服
務規程厳守や金銭
管理のルール徹底
等の指導

・在籍者に対し半期に
一度、倫理研修を実
施。　併せて、朝礼等
を活用し、日常的な発
信も図る。
・転入職員に対し、着
任時に必ず実施

生
活
福
祉
課

半
期

委
員
会

日々の朝礼等の中で、倫理的な啓蒙・啓発を行うとともに、今年度より事例等の
収集・周知を行った。
その他、年2回の課内倫理研修を行う予定である。

日々の朝礼等の中で、倫理的な啓蒙・啓発を行うとともに、今年度より事例等の収
集・周知を行った。
12月、３月に課内倫理研修を実施した。

生
活
福
祉
課

生
活
福
祉
課
長

実
施
状
況
良
好
の
た

め
継
続

実
施
状
況
良
好
の
た

め
継
続

実
施
状
況
良
好
の
た

め
継
続

【生活福祉課長】
〔第2四半期〕
朝礼時に随時、四半期ごとに回覧等により事例等を周知した。今後、課内研修を行う。
〔第4四半期〕
大半の職員が揃う朝礼直後の時間帯を活用し、2日間を1セットとして課内倫理研修を実施
した。
また、勤務時間等により朝礼不参加の職員には、フォローアップ研修を行い全員受講と
なった。

①年間業務計画表
を作成し､業務スケ
ジュールを明確化、
毎月の係会で周知
徹底を図る。

一ヶ所で集合する係会はコロナウイルス感染拡大防止のため行わず、不在の職
員も後日確認できるよう、課内の掲示板に日々のトピックを掲示することで、スケ
ジュール管理を徹底し、課内で情報共有を図った。
また、重要事項については、朝礼時に伝達・周知を行った。

課内の掲示板に日々のトピックを掲示することで、スケジュール管理を徹底し、課
内で情報共有を図った。
また、重要事項については、朝礼時に伝達・周知を行った。

査
察
指
導
員

生
活
福
祉
課
長

実
施
状
況
良
好

の
た
め
継
続

実
施
状
況
良
好

の
た
め
継
続

実
施
状
況
良
好

の
た
め
継
続

【生活福祉課長】
〔第2四半期〕
朝礼及び課内掲示板を有効に活用して、情報の共有を図っている。
〔第4四半期〕
課内掲示板に必要なスケジュールを確実に記載、その上で朝礼において丁寧に確認・情
報共有を行った。

②一括で行った方が
効率的な業務につ
いて担当を決め、一
元処理を行う。

一括処理事務として、介護加算の計上処理を行った。

下記項目につき、一元処理を実施した。
・基準改定の通知書の発送とりまとめ
・介護加算の計上処理
・給食費支給事務の取りまとめ

査
察
指
導
員

生

活

福

祉

課

長

実
施
状
況
良

好
の
た
め
継

続

実
施
状
況
良

好
の
た
め
継

続

実
施
状
況
良

好
の
た
め
継

続

【生活福祉課長】
〔第2四半期〕
複数の担当者により、継続性を保ちながら、効率的な運用が出来ていた。
〔第4四半期〕
効率的な運用が出来ていた。年度が切り替わっても、丁寧な引継ぎを行い継続して行く。

①事務スペースの
整理整頓を徹底し、
事務書類等の所在
を明確にする。
(不在の職員に届い
た書類などを、周り
の職員が日付などを
メモし、決められた
場所に保管する。)

半年に一度、一斉に席替えを行う際に、書類の保管場所も見直し、それぞれの
管理する書類等の所在を再確認した。
また、それぞれが書類の管理意識を高次で維持継続している。
また、不在の職員の書類等は同一の班員がCW毎に取り纏めて所定のキャビ
ネットに保管した。

半年に一度、一斉に席替えを行う際に、書類の保管場所も見直し、それぞれの管
理する書類等の所在を再確認した。
それぞれが書類の管理意識を高次で維持継続している。
また、不在の職員の書類等は同一の班員がCW毎に取り纏めて所定のキャビネッ
トに保管した。

生
活
福
祉
課

生
活
福
祉
課
長

実
施
状
況
良
好
の
た
め

継
続

実
施
状
況
良
好
の
た
め

継
続

実
施
状
況
良
好
の
た
め

継
続

【生活福祉課長】
〔第2四半期〕
全員参加で席替え及び整理整頓する機会を設ける中で、書類等の再確認を行っている。
〔第4四半期〕
事務書類の管理方法は構築されており、職員も実行出来ている。引き続き実施していきた
い。

②業者払いの請求
書については、原本
を庶務係職員が一
元管理

ＣＷと庶務係職員が協働して、ルールに則り、円滑な事務の処理を継続して
行った。

・ＣＷと庶務係職員が協働して、ルールに則り、円滑な事務の処理を継続して行っ
た
・未処理が発見された時は、庶務係からCWへ事情を聞き、速やかに処理するよう
にしている
・上記の確認等の対策の結果、請求書の処理漏れにより、支払いが遅れるような
事例は所見されなかった

地
区
担
当
員

経
理
担
当

生
活
福
祉
課
長

実
施
状
況
良
好

の
た
め
継
続

実
施
状
況
良
好

の
た
め
継
続

実
施
状
況
良
好

の
た
め
継
続

【生活福祉課長】
〔第2四半期〕
両係の連携がとれている。
〔第4四半期〕
両係の協力が不可欠である。課内コミュニケーションを図りながら、協力体制を維持して行
く。

③保護申請書や収
入申告書等の書類
について、地区担当
員がそれぞれの机
で管理をするのでは
なく、専用キャビネッ
トにて一元管理をす
る。

ＣＷ毎に書類入れとして茶箱を用意し、共通の管理手法を取ることで、お互いに
チェックが出来る体制を維持継続している。
また、帰庁時には、専用のキャビネットに茶箱を保管し、リスク管理体制を維持
継続した。

CW毎に個人情報は茶箱に入れ、帰庁時は共通の専用施錠付きキャビネットで
保管することで、個人情報書類が分散したり紛失することなく一元管理できた。

ＣＷ毎に書類入れとして茶箱を用意し、共通の管理手法を取ることで、お互いに
チェックが出来る体制を維持継続している。
また、帰庁時には、専用のキャビネットに茶箱を保管し、リスク管理体制を維持継
続した。

CW毎に個人情報は茶箱に入れ、帰庁時は共通の専用施錠付きキャビネットで保
管することで、個人情報書類が分散したり紛失することなく一元管理できた。

地
区
担
当
員

生
活
福
祉
課
長

実
施
状
況
良
好
の

た
め
継
続

実
施
状
況
良
好
の

た
め
継
続

実
施
状
況
良
好
の

た
め
継
続

【生活福祉課長】
〔第2四半期〕
適正に書類の保管が出来ている。休暇者への机上の目配りも良好である。
〔第4四半期〕
一元管理、キャビネット（施錠）保管、更には随時個人箱の内容確認などにより、安定的に
書類の管理が出来た。

1 実施状況良好のため
継続

2 目標達成のため完了

3 目標達成に努力を要
す。

4 実施内容に検討を要
す。

生
活
福
祉
課

半
期

実施項目に対する実施内容について、検討したうえで実施することが望ましい。見直し結果は速やかに目標に反映する。

第3四
半期
ｺﾒﾝﾄ

(1)チェック体
制の強化

支給決定や支払など
の事務処理の滞留の
ないよう適正な生活
保護事務を実施する
ため、左記の仕組み
を確立させる。

２．生活保護事務適正化に関する実施項目

１．研修体制に関する実施項目

Ⅱ．維持継続項目（仕組みが構築されたが、実施状況の検
証が特に必要なもの　→　半期ごと確認）

市

(2)事務ス
ペースの整
理整頓

第4四
半期
ｺﾒﾝﾄ

実施者

期別報告
年間
ｺﾒﾝﾄ 検討事項報告

第1四
半期
ｺﾒﾝﾄ

第2四
半期
ｺﾒﾝﾄ

中間
ｺﾒﾝﾄ

確認者

確認者コメント 評価内容

実施内容について、特段問題なし。しかし、さらなる適正実施のため継続が望ましい。

実施項目に対する目標に一定程度の達成がみられる。このため、再発防止計画の一環としては完了。しかし、今後も適正実施を念頭におき実施を意識する。

実施項目に対する目標に達していないが、概ね実施内容は認められるため、継続して実施する。



実施項目 実施した内容 継続すべき内容 実施担
当部署

確認
時期

立案 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

(1)職員体制
の整備

生活福祉課：査察指
導員の増員

標準数とされる査察
指導員1人に対し、
ケースワーカー７人を
維持する。
これを超えるときには
１名増員をする。

職
員
課

年
度

委
員
会

職
員
課

総
務
部
長

実
施
状
況
良
好

の
た
め
継
続

(1)近隣市と
合同で研修
会等開催

開催内容や方法な
どを具体的に検討し
ていく。
・東京都の主催する
情報共有の会議を
活用する。（ブロック
会議など。）

・他地区の情報を共
有することによって、
より広い意識や考え
方を持てるようにす
る。
・他市ケースワーカー
との意見交換の場を
設ける。

生
活
福
祉
課

年
度

委
員
会

生
活
福
祉
課

健
康
福
祉
部
長

実
施
状
況
良
好
の

た
め
継
続

(1)担当ケー
スワーカー
以外の連絡
先の周知

平成28年4月に保護
のしおりを改版し、
担当ケースワーカー
以外の問い合わせ
先・相談先を記載
し、周知した。

利用者が担当以外に
も相談・確認ができる
環境とする。

委
員
会

生
活
福
祉
課

健
康
福
祉
部

長

実
施
状
況
良

好
の
た
め
継

続

①ケースワーカーの
訪問調査活動をホ
ワイトボード予定表
へわかりやすく記載

ケースワーカーの
日々の活動状況を誰
でも分かるようにし、
活動状況の透明性を
はかる。

地
区
担
当

員

生
活
福
祉

課
長

実
施
状
況

良
好
の
た

め
継
続

②生活保護業務シ
ステムについて、情
報セキュリティポリ
シーに準じて管理を
行う。

課長以外が、生活保
護システムの決裁処
理を不正に行えない
ようにする。

生
活
福
祉

課
長

健
康
福
祉

部
長

実
施
状
況

良
好
の
た

め
継
続

【第4四半期】
情報セキュリティ対策基準の改訂が行われた場合は、必要性を検討し、対応すること（課
長）

(3)ルールの
遵守

平成29年5月に現金
管理の取扱いにつ
いて規定を作成し
た。

生活福祉課現金等取
扱規程を運用
（今後も随時見直しを
図る。）

査
察
指
導

員

庶
務
係
長

生
活
福
祉

課
長

実
施
状
況

良
好
の
た

め
継
続

①指導検査結果通
知を市長決裁とし、
指導検査結果を市
全体で情報共有

市全体で、指導状況
や課題の共有を図
る。

査
察
指
導
員

生
活
福
祉
課
長

実
施
状
況
良
好
の
た
め
継
続

【第4四半期】
勧告事項に関しては、引き続き職員課と協議をして行く（課長）

②助言・指導事項に
ついて、一覧表を作
成し課内で共有し
た。

一覧表の内容を情報
共有し、その改善策と
ノウハウの共有を図
る。

査
察
指
導
員

生
活
福
祉
課

長

実
施
状
況
良

好
の
た
め
継

続

(5)ケース
ワーカーの
担当地区の
定期的な変
更

定期的にケースワー
カーの担当地区替
えを実施
(2年を上限に担当地
区を変更)

ケースワーカーの孤
立化を防ぎ、生活保
護事務の透明性と適
正性、均質性を図る。

査
察
指
導
員

生
活
福
祉
課

長

実
施
状
況
良

好
の
た
め
継

続

(6)日野市の
対応策の公
表

平成28年4月15日付
広報、同時に市ホー
ムページに日野市
生活保護事務適正
化に関する第三者
検討委員会の報告
書が市に提出された
ことを掲載、平成28
年4月26日付「都政
日報」により同内容
が掲載された。

次期計画について、
市HPに掲載する
※取り組み状況につ
いても、市HPに年度
ごと掲載する。

生
活
福
祉
課

健
康
福
祉
部
長

実
施
状
況
良
好
の
た
め
継

続

1 実施状況良好のため
継続

2 目標達成のため完了

3 目標達成に努力を要
す。

4 実施内容に検討を要
す。

１．人員体制に関する実施項目

２．研修体制に関する実施項目

３．生活保護事務適正化に関する実施項目

【指導検査結果と対応状況】
令和４年度指導検査の結果は、勧告事項が1件、その内容は、実施体制の不備（現業員７人不足）についての指摘であった。
これにより、生活保護制度の適正な実施のために引き続き人員増に努めていく。
助言項目については下記の通り通知があったため、問題点を把握し、改善に努めていく。
１．勧告事項
貴市福祉事務所では、令和４年７月１日現在において、現業を行う所員の数が、社会福祉法（昭和26年法律第45号）で定める標準数の27人に対して20人（フルタイム職員のみ）と、７人不足しています。
ついては、福祉事務所がその機能を十分発揮し生活保護制度の適正な運営を確保できるよう、引き続き所要人員の確保等実施体制の整備に努めてください。
２．助言事項
（１）却下
・却下通知書の却下理由が不適切　・却下決定通知に要否判定結果の記載なし　・最低生活費に、国保、介護保険料、医療費等の計上なし
（２）資産
・資産申告書の定期的徴取不十分　・保有資産（不動産）について、最新の挙証資料等で確認し、保有要件を満たしているかの確認が必要なケース
（３）収入認定
・収入・無収入申告書の定期的徴取不十分（年１回）
（４）廃止
《辞退》・決定通知書の理由付記不適切（辞退届に書いた理由が不適切）　・自立目途の確認不十分　・辞退により生活困窮することを補うための80条免除は不適切
《指示義務違反》・根拠のない停・廃止処分は不適切　・指示義務違反による廃止手続きが不適切（口頭指示なし、廃止前の停止処分なし、ケース診断会議なし）　・廃止決定通知書の記載不十分（指示内容及び廃止となる根拠条文の記載なし）
《死亡》・死亡後のおむつ代支給（申請なく請求書のみ）　・葬祭に関する記録不十分（遺留金の確認不十分、申請者の確認不十分）

令和５年３月の生活援護係掲示板において、助言・指導事項について周知し共有を図った

令和４年４月からの再発防止計画についてＨＰに掲載

現業員２２名（面接相談員４名（産休育休計２名除く）＋地区担当員１８名（育休２名除く））に対して、査察指導員（面接担当１名＋生活保護担当３名）のため、査察指導員の標準数の配置としている。

＊東京都の主催する情報共有の会議（ブロック会議等）や、２６市査察指導員連絡協議会、地区担当員（ケースワーカー）研修等に確実に参加をすることで、新たな生活保護行政の情報を得ることが出来た

実施項目に対する実施内容について、検討したうえで実施することが望ましい。見直し結果は速やかに目標に反映する。

生
活
福
祉
課

２０１９年度の「保護のしおり」改訂版以降にも同様の内容を記載。加えて担当ケースワーカー以外にも相談・確認できる環境となるように、各職員が利用者からの問合せ等について、積極的に対応している。

・ホワイトボードへの記載は、年間を通じてケースワーカーの訪問調査活動などの確認のため継続。引き続き有効に活用できている
・訪問管理簿により、査察指導員が訪問活動のチェックができている

生活保護業務システムについて、情報セキュリティポリシーに準じて管理を行った

・随時、金庫に滞留している金品についてチェックを入れ、処理完了まで確認した
・生活保護世帯で単身の高齢者が増えていることもあり、遺留金が増えて来ている。その結果、金庫より故人の通帳等が溢れそうな状態になってしまっている。

市

第3四
半期
ｺﾒﾝﾄ

検討事項報告実施者 確認者
第1四
半期
ｺﾒﾝﾄ

確認者コメント 評価内容

実施内容について、特段問題なし。しかし、さらなる適正実施のため継続が望ましい。

実施項目に対する目標に一定程度の達成がみられる。このため、再発防止計画の一環としては完了。しかし、今後も適正実施を念頭におき実施を意識する。

実施項目に対する目標に達していないが、概ね実施内容は認められるため、継続して実施する。

期別報告（年間）

(2)チェック体
制の強化

(4)毎年実施
される東京
都の指導検
査結果の業
務への反映

年
度

人事異動とは別に、２年同じ地区を受け持ったケースワーカーの担当地区を変更した。担当ケースワーカーが問題を抱え込むことを防止し、生活保護事務の透明性と適正性、均質性を図った

年間
ｺﾒﾝﾄ
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Ⅲ．実施完了項目（目標を達成したが実施状況を確認して
いくもの　→　年度ごと確認） 中間

ｺﾒﾝﾄ
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